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54 頁 25 行目 A. simplex sensu stricto

28 第 2章　蠕虫類の形態観察（その 1）

し法を用いる（図 2-8）。

（4）セルカリアの游出とメタセルカリアの観察

　発育したセルカリアは次第に体の前方に移動し，呼吸孔から游出（遊出）する。観察に十分

な数のセルカリアを得るため，人為的に游出を誘導する。ミラシジウム感染から約 1か月飼

育したヒメモノアラガイをボール茶こしに入れ閉鎖する。茶こしをポリ袋に入れ，茶こしが浸

かる量の水を入れる。ポリ袋ごと飼育環境より 5℃以上低い温度に 10～ 20 分ほど冷感作さ

せることで，感作の約 30分後からセルカリアが游出し始める。セルカリアは尾を 8の字に振

りながら遊泳するため，ピペットを用いてスライドグラス上に乗せ，カバーグラスをかけて観

察する。ポリ袋の中を遊泳しているセルカリアはやがて袋の壁面などに付着し，体表から放出

した粘液で包まれるとともに，尾部を離脱する。時間の経過とともにセルカリアは褐色に変化

し，被嚢したメタセルカリアとなる。ピンセットなどを用いてメタセルカリアをポリ袋から優

図 2-10　吸虫の生活環や宿主，感染臓器
〔「動物寄生虫学」（朝倉書店）91頁図Ⅲ 4および「最新家畜寄生虫病学」（朝倉書店）81頁図Ⅲ 4を
参考にして作成〕
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こもった状態では，軟体部の解剖や臓器の観察が難しい。また，エタノールなどで固定してし

まうと，巻貝の軟体部が脱水されてしまい，やはり解剖や観察には適さない。そこで，生き

た巻貝に麻酔をかけ体が伸びた状態にし，解剖する方法が有効である。貝が入っている容器に

水を満たし，麻酔薬を入れ，空気が入らないように密閉する。その状態で 1～ 2日放置する。

麻酔薬として，0.05 ～ 0.40% ペントバルビタールや 0.125 ～ 0.250% ペントバルビタール・

ナトリウム，メントール（ハッカ油）などが有効である。メントール麻酔が効いているかどう

かは，貝を刺激して軟体部が殻に引っ込むかどうかで確認できる。麻酔によって体が伸びた状

態になったら，巻貝の解剖を行う。

　解剖は，まず殻を除去する。ピンセットや眼科バサミを使って殻と軟体部が付着している部

分を切除し，殻を取り除いていく。殻が比較的薄い種では，殻口に近い部分からピンセットを

使って少しずつ殻を破壊しながら除去する。殻が厚く頑丈な種ではペンチや金槌などで少しず

つ殻を破壊することが有効だが，内部の軟体部や臓器を傷付けないように十分に注意する。あ

る程度殻が除去されると，軟体部は殻から容易に抜ける。

　露出した軟体部は水を張った解剖皿の中で解剖を行う。解剖皿の底にパラフィンやコルク

ボードを沈め，軟体部を待ち針で止めると解剖しやすくなる。外套膜の頭部正中に眼科バサミ

図A　巻貝の殻の各部位の名称
〔「獣医寄生虫検査マニュアル」（文永堂出版）231 頁図 2-11 および「図説獣医衛生動物学」（講談社）
24頁図 2.9・26 頁図 2.11 を参考にして作成〕
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（2）ヒメモノアラガイの生態と形態

　ヒメモノアラガイ（Lymnaea ollula あるいは Austropeplea ollula）はモノアラガイ科に属す

るやや小型の淡水生巻貝である。殻高は 5 ～ 10mm 前後のやや鈍い塔型をしている。近縁の

モノアラガイやコシダカヒメモノアラガイとは殻の形状で識別ができる他，一見類似している

サカマキガイとの鑑別が重要である。日本をはじめ東アジアや東南アジアおよび太平洋地域に

広く分布しており，水田や水路など浅く流れが緩やかな水域や泥の上に生息している。肝蛭や

浅田棘口吸虫などの吸虫類の中間宿主である。

　ヒメモノアラガイの目は触覚の基部付近に位置しており，オカモノアラガイとの鑑別点であ

る。肺嚢によりガス交換を行う貝であり，殻に蓋は無い。肺嚢は右側の触覚の後方に位置して

おり，雌雄の生殖孔もその付近にある。雌雄同体である。

図 E　ヒメモノアラガイの形態
〔「獣医寄生虫検査マニュアル」（文永堂出版）70 頁図 1-40・71 頁 1-41 を参考にして作成〕
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